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２０１２２０１２２０１２２０１２／／／／０１０１０１０１／／／／１５１５１５１５        礼拝礼拝礼拝礼拝メッセージメッセージメッセージメッセージ        近藤修司近藤修司近藤修司近藤修司    牧師牧師牧師牧師    

    

主主主主        題題題題：：：：良良良良きききき社会人社会人社会人社会人であれであれであれであれ    ２２２２    

聖書箇所聖書箇所聖書箇所聖書箇所：：：：ローマローマローマローマ人人人人へのへのへのへの手紙手紙手紙手紙    １３１３１３１３章章章章１１１１－－－－５５５５節節節節    
 

 ローマ人への手紙１３章のみことばを見ましょう。  

ノアの洪水以降、神は人による統治機関、人が人を治めることをお定めになりました。今、私たちが

考えたいことは、神はなぜ、人によるそのような統治機関をお定めになったのかということです。なぜ、

そのことを神は良しとされたのでしょう？人が人を治めていく…。その答えは、そうしなければ罪深い

私たちはいろいろな問題をもたらすからです。私たちはきちんと支配されなければ、管理されなければ

様々な問題をもたらすからです。イスラエルの歴史を振り返るときに、そのことが度々起こっていまし

た。士師記を見ると１７：６、２１：２５に「「「「そのころそのころそのころそのころ、、、、イスラエルイスラエルイスラエルイスラエルにはにはにはには王王王王がなくがなくがなくがなく、、、、めいめいがめいめいがめいめいがめいめいが自分自分自分自分のののの目目目目にににに

正正正正しいとしいとしいとしいと見見見見えることをえることをえることをえることを行行行行なっていたなっていたなっていたなっていた。。。。」」」」と繰り返し記されています。 
人間は自分の好きなように生きたいと思う者です。もし、それが許されるなら大変な世の中になって

しまいます。私たちはそれに似たことをつい最近も目撃しました。昨年の１２月１８日に、イラクから

アメリカ軍が完全撤退をしました。その後どうなったか？イラクでは今もテロが続いています。１２月

２２日には、首都バグダットで自爆を含む少なくとも１４件の爆発が発生したと言います。夜にはまた

さらに２件の爆発があったと。これらによって市民が約６９名も亡くなり、２００人以上が負傷したと

言います。また、今年になって１月５日にも、イラクの南部ナッシリーアで爆発があって、３６名の人

たちが死に７０人以上がけがをしたと。バグダットの住宅街で２台の車がほぼ同時に爆発することによ

って、また、それ以外の所で起こった爆発事件によって２４名以上が亡くなり６０名以上がけがをして

いると、このようなことが日常茶飯事のように起こっています。アメリカ軍が撤退する前に、１２月５

日の時点で、イラクのマリキ首相は「イラクはアメリカ軍の撤退後、よリ安全な国となるだろう」と述

べていました。しかし、現実はその逆です。大変な問題が今もなお続いています。 

 人間の罪深さを知っておられる神は、そのために敢えて統治する機構というものを設けられたのです。

そして、それ故にパウロは「すべての人々は、それぞれの上に立っているリーダーたちに従っていかな

ければならない。」という命令を与えたのです。今日も私たちは、ごいっしょに１３章から見てゆきま

すが、リーダに従っていくその理由について見ていきます。これが今日のテーマです。 

☆☆☆☆私私私私たちがたちがたちがたちが上上上上にににに立立立立つつつつ権威者権威者権威者権威者にににに従従従従うううう理由理由理由理由    
パウロはここで三つのことを教えます。 

１１１１．．．．主主主主のみこころゆえにのみこころゆえにのみこころゆえにのみこころゆえに    ：：：：    主主主主によってによってによってによって立立立立てられたてられたてられたてられたリーダーリーダーリーダーリーダーだからだからだからだから        １１１１－－－－３３３３節節節節    

神のみこころのゆえだ、彼らは主によって立てられたリーダーたちだとパウロは教えます。１節「「「「人人人人

はみなはみなはみなはみな、、、、上上上上にににに立立立立つつつつ権威権威権威権威にににに従従従従うべきですうべきですうべきですうべきです。。。。神神神神によらないによらないによらないによらない権威権威権威権威はなくはなくはなくはなく、、、、存在存在存在存在しているしているしているしている権威権威権威権威はすべてはすべてはすべてはすべて、、、、神神神神によってによってによってによって立立立立てててて

られたものですられたものですられたものですられたものです。」。」。」。」。パウロは、すべての権威は神によって立てられたと言います。そして、そのことを    

何度も王たちに神がお教えになりました。立てられている王たちに主ご自身がお教えになっているので

す。何度も見ているように、ダニエルの出来事を思い出してください。 

●●●●ダニエルダニエルダニエルダニエルががががネブカデネザルネブカデネザルネブカデネザルネブカデネザル王王王王のののの夢夢夢夢のののの解解解解きききき明明明明かしをしたときかしをしたときかしをしたときかしをしたとき            

 ネブカデネザル王が夢を見たとき、その２回ともダニエルが解き明かしをしています。一度目は２章

に、二度目は４章に記されています。その時に、主はダニエルを通してネブカデネザルに今話している

ことを教えています。ダニエル２：３７に「「「「王王王王のののの王王王王であるであるであるである王王王王さまさまさまさま。。。。」」」」とネブカデネザルをこのように呼ぶ

のです。「「「「天天天天のののの神神神神はあなたにはあなたにはあなたにはあなたに国国国国とととと権威権威権威権威とととと力力力力とととと光栄光栄光栄光栄とをとをとをとを賜賜賜賜いいいい、」、」、」、」とあります。天の神があなたにそのような国、 

権威を力を光栄を与えてくださったと教えています。 

また、ダニエル４：１７にもそのように記されています。この二つ目の夢を見たネブカデネザルに対

してダニエルはこのようなことを言います。「「「「このこのこのこの宣言宣言宣言宣言はははは見張見張見張見張りのりのりのりの者者者者たちのたちのたちのたちの布告布告布告布告によるものによるものによるものによるもの、、、、このこのこのこの決定決定決定決定はははは聖聖聖聖

なるなるなるなる者者者者たちのたちのたちのたちの命令命令命令命令によるものだによるものだによるものだによるものだ。。。。それはそれはそれはそれは、、、、いといといといと高高高高きききき方方方方がががが人間人間人間人間のののの国国国国をををを支配支配支配支配しししし、、、、これをみこころにかなうこれをみこころにかなうこれをみこころにかなうこれをみこころにかなう者者者者にににに与与与与ええええ、、、、

またまたまたまた人間人間人間人間のののの中中中中のののの最最最最もへりくだったもへりくだったもへりくだったもへりくだった者者者者をそのをそのをそのをその上上上上にににに立立立立てることをてることをてることをてることを、、、、生生生生けるけるけるける者者者者がががが知知知知るためであるるためであるるためであるるためである。』」。』」。』」。』」と。ダニエルの 

ことばを今聞きました。同じ４：３２にも「「「「あなたはあなたはあなたはあなたは人間人間人間人間のののの中中中中からからからから追追追追いいいい出出出出されされされされ、、、、野野野野のののの獣獣獣獣とともにとともにとともにとともに住住住住みみみみ、、、、牛牛牛牛のよのよのよのよ

うにうにうにうに草草草草をををを食食食食べべべべ、、、、こうしてこうしてこうしてこうして七七七七つのつのつのつの時時時時があなたのがあなたのがあなたのがあなたの上上上上をををを過過過過ぎぎぎぎ、、、、ついについについについに、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、いといといといと高高高高きききき方方方方がががが人間人間人間人間のののの国国国国をををを支配支配支配支配しししし、、、、そそそそ

のののの国国国国をみこころにかなうをみこころにかなうをみこころにかなうをみこころにかなう者者者者におにおにおにお与与与与えになることをえになることをえになることをえになることを知知知知るようになるるようになるるようになるるようになる。」。」。」。」と記されています。夢の解き明かしをし

たダニエルは、ネブカデネザルにこのように告げるのです。偶然、そこにあなたが立てられたのではな

い、神のわざであると告げるのです。 
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●●●●ダニエルダニエルダニエルダニエルががががベルシャツァルベルシャツァルベルシャツァルベルシャツァル王王王王にににに、、、、王宮王宮王宮王宮のののの塗塗塗塗りりりり壁壁壁壁にににに書書書書かれたかれたかれたかれた文字文字文字文字のののの解解解解きききき明明明明かしをしたときかしをしたときかしをしたときかしをしたとき    

 また、５章にはダニエルがペルシャツァル王に対してそのことを教えるところが記されています。王

宮の塗り壁に文字が書かれました。何が書かれているのか分からない、だれを呼んでも解き明かすこと

が出来なかった時に、ダニエルが呼ばれて来るのです。ダニエルは王に対してこのように言うのです。

５：２１「「「「そしてそしてそしてそして、、、、人人人人のののの中中中中からからからから追追追追いいいい出出出出されされされされ、、、、心心心心はははは獣獣獣獣とととと等等等等しくなりしくなりしくなりしくなり、、、、野野野野ろばとともにろばとともにろばとともにろばとともに住住住住みみみみ、、、、牛牛牛牛のようにのようにのようにのように草草草草をををを食食食食べべべべ、、、、

からだはからだはからだはからだは天天天天のののの露露露露にぬれてにぬれてにぬれてにぬれて、、、、ついについについについに、、、、いといといといと高高高高きききき神神神神がががが人間人間人間人間のののの国国国国をををを支配支配支配支配しししし、、、、みこころにかなうみこころにかなうみこころにかなうみこころにかなう者者者者をそのをそのをそのをその上上上上におにおにおにお立立立立てになてになてになてにな

ることをることをることをることを知知知知るようになりましたるようになりましたるようになりましたるようになりました。」。」。」。」。こうしてダニエルは、このペルシャツァル王の父であったネブカデ

ネザルのことを告げるのです。 

このようにみことばは、立てられている王は神がお立てになったということを明らかにしています。 

それがこのローマ書１３章でパウロが最初に教えることです。「我々の上に立つ者は神が立てられたの

だ」と。そうすると、いくつかの疑問が出て来るはずです。 

疑問疑問疑問疑問１１１１    暴君暴君暴君暴君もももも神神神神がががが立立立立てられたのかてられたのかてられたのかてられたのか？？？？    

 一つ目は、歴史上存在した様々な暴君たち、彼らも神がお立てになったのかという疑問です。悪の象

徴のようなリーダーたちが確かに存在しました。だれがそれに当たるのかというといろいろな名前が出

て来るでしょう。ある人は「ヒトラー」と言うかもしれません。また、｢スターリン」と言うかもしれ

ません。あのカンボジアのポルポト、ウガンダのアミン、もちろん、私たちの国にあっても。ローマに

あっても代表的なあのネロは暴君と呼ばれるにふさわしい人物でした。私たちはそのような人たちを思

い浮かべることができます。「神さまはあのような人たちをお立てになったのでしょうか？大変なこと

をした。殺戮を繰り返した。間違いなく、神が喜ばれないことを平気でやって来た。彼らも神がお立て

になったのでしょうか？」と。 

答答答答ええええはははは「「「「イエスイエスイエスイエス！！！！」」」」、神がお立てになったのです。 

なぜですか？すでに私たちが見たところですが、ローマ人への手紙９章を開いてください。その理由

が記されています。すでに学んだところですから詳しい説明はしませんが、９：１７にエジプトのパロ

に関してパウロがこのように教えていました。「「「「聖書聖書聖書聖書ははははパロパロパロパロにににに、「、「、「、「わたしがあなたをわたしがあなたをわたしがあなたをわたしがあなたを立立立立てたのはてたのはてたのはてたのは、、、、あなたにあなたにあなたにあなたに

おいてわたしのおいてわたしのおいてわたしのおいてわたしの力力力力をををを示示示示しししし、、、、わたしのわたしのわたしのわたしの名名名名をををを全世界全世界全世界全世界にににに告告告告げげげげ知知知知らせるためであるらせるためであるらせるためであるらせるためである。」。」。」。」とととと言言言言っていますっていますっていますっています。」。」。」。」と。「「「「わたしわたしわたしわたし

があなたをがあなたをがあなたをがあなたを立立立立てたてたてたてた」」」」とこの「「「「立立立立ててててたたたた」」」」ということばは、「あなたを歴史に登場させた、出現させた」とい    

う意味をもっています。パロ王が立てられたその目的が述べられているのです。それは神ご自身の力を 

示すため、神ご自身の名を全世界に告げ知らせるためであると言います。つまり、イスラエルを苦しめ、

神の前に心を頑なにし続けたあのパロが立てられたのは、神ご自身の栄光を現わすためであると、パウ

ロはそのように教えてくれました。神ご自身がご自身の栄光を現わすために被造物をどのようにお用い

になるか、そのことに関して、私たち被造物が口を挟む権利は持っていません。なぜなら、私たちは私

たちにとって何がベストなのかを知らないからです。それを知っているのは神だけです。「神はすべて

のことをご自身の栄光を現わすその目的のためにしておられる。」と、神が私たちにくださったこのみ

ことばは私たちにそのように教えるのです。 

考考考考えることえることえることえること： 

ですから、私たちが考えなければいけないことはこのことです。確かに、パロという人物を見た時に、

彼は心を頑なにしました。いろいろな奇蹟を見ても彼は心を頑なにしました。そして、読み方によって

は、あたかも神ご自身がパロの心を頑なにしたかのように見えます。しかし、そうではないことを私た

ちは見て来ました。 

（（（（１１１１））））パロパロパロパロがががが心心心心をををを頑頑頑頑なにしたことなにしたことなにしたことなにしたこと    

・そのような選択はパロ自身の選択であった。神が無理矢理にそのようなさせたのではない。 

神が罪を犯させたのではありません。そのように罪を選択したのはパロ自身だったのです。 

・そのパロの選択を神は赦された。 

・そのような選択を彼が行なうことを知った上で神は彼を立てられた。 

すべてのことを知っておられる神は、パロがどのような選択をするのかを知った上で、彼をエジプト

の上に立てられたのです。何のためにですか？神の栄光を現わすためです。私たちにはどうしてそれが 

栄光を現わす結果をもたらすのか分かりません。しかし、神は分かっておられるのです。そのことをこ

のみことばは私たちに教えてくれるのです。 

（（（（２２２２））））暴君暴君暴君暴君たちたちたちたち        

先に挙げた様々な暴君たち、彼らも確かに神によって立てられました。ただ、私たちが言えることは、

彼らはサタンの影響を受けていました。実は、サタンはそのような影響を及ぼすことの出来るものです。
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イエス・キリストが公の生涯を始められたときに、サタンによって誘惑をお受けになりました。ルカの

福音書４章にその話が記されていますが、その中で、サタンが非常に面白いことを言っています。４： 

５－７「「「「またまたまたまた、、、、悪魔悪魔悪魔悪魔ははははイエスイエスイエスイエスをををを連連連連れてれてれてれて行行行行きききき、、、、またたくまにまたたくまにまたたくまにまたたくまに世界世界世界世界のののの国国国国々々々々をををを全部見全部見全部見全部見せてせてせてせて、、、、:6 :6 :6 :6 こうこうこうこう言言言言ったったったった。「。「。「。「このこのこのこの、、、、

国国国国々々々々のいっさいののいっさいののいっさいののいっさいの権力権力権力権力とととと栄光栄光栄光栄光とをあなたにとをあなたにとをあなたにとをあなたに差差差差しししし上上上上げましょうげましょうげましょうげましょう。。。。それはそれはそれはそれは私私私私にににに任任任任されているのでされているのでされているのでされているので、、、、私私私私がこれとがこれとがこれとがこれと思思思思うううう人人人人

にににに差差差差しししし上上上上げるのですげるのですげるのですげるのです。。。。:7 :7 :7 :7 ですからですからですからですから、、、、もしあなたがもしあなたがもしあなたがもしあなたが私私私私をををを拝拝拝拝むならむならむならむなら、、、、すべてをあなたのものとしましょうすべてをあなたのものとしましょうすべてをあなたのものとしましょうすべてをあなたのものとしましょう。」。」。」。」と、悪

魔はこのように告げて、主イエス・キリストを誘惑するのです。「国々のいっさいの権力と栄光とをあ    

なたに差し上げましょう。それは私に任されているから、私が良しと思う人にそれを上げることが出来

るのです。」と。興味深いことは、この発言に対してイエスは否定していないことです。「サタン、あ

なたの言っていることは間違っている。」とは言っておられません。なぜなら、サタンはこのようなこ

とを為すからです。私たちはみな生まれながらにサタンの奴隷として、サタンに仕える者として生まれ

て来ています。ですから、主イエスがヨハネの福音書８：４４で言われたように、「「「「あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは、、、、あなあなあなあな

たがたのたがたのたがたのたがたの父父父父であるであるであるである悪魔悪魔悪魔悪魔からからからから出出出出たたたた者者者者であってであってであってであって、、、、あなたがたのあなたがたのあなたがたのあなたがたの父父父父のののの欲望欲望欲望欲望をををを成成成成しししし遂遂遂遂げたいとげたいとげたいとげたいと願願願願っているのですっているのですっているのですっているのです。。。。」」」」と、 

確かにその通りです。 

・・・・生生生生まれなまれなまれなまれながらにすべてのがらにすべてのがらにすべてのがらにすべての人人人人はははは、、、、サタンサタンサタンサタンのののの欲望欲望欲望欲望をををを成成成成しししし遂遂遂遂げることをげることをげることをげることを願願願願ってってってって生生生生きてきてきてきているいるいるいる。。。。    

ですから、罪に罪を重ねて来ているのです。私たちはサタンを喜ばせることを選択して生きて来たの

です。 

・・・・サタンサタンサタンサタンはははは、、、、あるあるあるある人人人人々々々々にににに特別特別特別特別にににに働働働働いていていていて彼彼彼彼のののの目的目的目的目的をををを果果果果たすためにたすためにたすためにたすために人人人人々々々々をををを用用用用いようとするいようとするいようとするいようとする。。。。    

私たちはそのようなことを実際に見て来ました。でも、忘れてはならないことは、サタンは確かにそ 

のように働いて彼の目的を果たすために人々を用いようとしますが、 

・・・・サタンサタンサタンサタンはははは神神神神のののの許可許可許可許可なしになしになしになしに行行行行ななななうことはうことはうことはうことは出来出来出来出来ないないないない。。。。    

私たちの理解を超えた神の知恵によって、神はサタンが力を発揮することを赦されているということ

です。ですから、サタンは自分の思いのままに、自分を信じ自分に従う者たちを増やすために、人が

自分に益々忠誠を尽くすためにいろいろなことをします。ときに、ある人たちを用いてそのような働 

きをしようとするでしょう。神はすべてのことを知った上で許可を与えるのです。 

・・・・パロパロパロパロがががが立立立立てられたのとてられたのとてられたのとてられたのと同同同同じようにじようにじようにじように、、、、主主主主はごはごはごはご自身自身自身自身のみこころをのみこころをのみこころをのみこころを為為為為されたされたされたされた。。。。    

 なぜ、そのように神は許可されるのでしょう？先ほど、私たちはパロのところで見ました。パロが立

てられたのは、主ご自身の栄光を現わすため、主ご自身の目的を果たすためであると。同じように、

このような暴君たちも、サタンの影響を受けた彼らも、神はご自分の栄光を現わすために、ご自身の

目的を果たすために敢えてこれらの人たちを立てられたということです。こうしてみことばを見ると 

きに、私たちはそのように教えられます。 

疑問疑問疑問疑問２２２２ 悪政悪政悪政悪政のののの転覆転覆転覆転覆をををを企企企企てることはてることはてることはてることは正正正正しいのかしいのかしいのかしいのか？？？？ 

もう一つの疑問は、自分たちの国の悪政を転覆させること、悪政の転覆を企てることは正しいのかど

うかということです。なぜなら、そのようなことは私たちの周りで数々起こっているからです。フィリ

ピンでも起こりました。マルコスが追放されました。また、最近は「アラブの春」といって多くの独裁

者たちが追放され処刑される様子を我々はマスコミを通して見てきました。人々は言うでしょう。「大

変な独裁者だ。国民をこんなに苦しめたのだから当然の報いである。」と。果たしてそうでしょうか？ 

答答答答えはえはえはえは、ＮＯ！、ＮＯ！、ＮＯ！、ＮＯ！ 

聖書に照らし合わせるときに、その悪政がどんなに酷くても転覆を企てることは間違っています。な

ぜですか？すでに見て来たように、そのような人たちもだれが立てたのか？神ご自身が立てたからです。

ですから、その政府を壊そうと企てることも、それを実際に行なうことも、すべて主のみこころに反す

ることだと言うのです。これはまた後で出て来ます。ですから、確かに私たちは現状を見て、このよう 

なリーダーに従うことは正しくないように思えても、みことばが私たちに教えるのは「従いなさい」で

す。このローマ書１３：１には、パウロはそのリーダーたちの条件を何も記していないということを見

ました。たとえ、その人がどのような人であっても、そのリーダーシップに従っていきなさいと言うの

です。私たちの上に立てられている権威者、組長、首相がどんな人であっても、私たちの責任は変わら

ない。「従いなさい」です。  

 この命令を与えたパウロは、前回も見たように、その当時はローマ帝国がすべてを支配していました

から「その権威に従いなさい」ということでした。このような命令を与えたパウロはよく知っていたの

です。よく覚えているのです。私の最も愛する主イエスを殺すことを許可したのはだれですか？このロ

ーマです。本来ならば、自分の最も愛する者をこんな目に遭わした政府に対して、そのリーダーたちに

対して憎しみを抱いてしかるべきでしょう。みな納得するかもしれません。しかし、そのことを知った
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上でパウロが勧めることは「その権威に従え」です。たとえ、自分の愛する主が十字架で殺された、そ

の権威であったとしても、それを許可した権威であったとしても、それに従うようにと言うのです。彼

らがみことばに反することを命じない限り、私たちは従っていかなければならないとパウロは私たちに

教えるのです。彼らは主のみこころによって立てられている。ゆえに、彼らに逆らうということは主の

前に間違っていると言うのです。 

●権威者権威者権威者権威者にににに逆逆逆逆らったらったらったらった結果結果結果結果 

 ２節に、二つの結果が記されています。「「「「したがってしたがってしたがってしたがって、、、、権威権威権威権威にににに逆逆逆逆らっているらっているらっているらっている人人人人はははは、、、、神神神神のののの定定定定めにそむいているめにそむいているめにそむいているめにそむいている

のですのですのですのです。。。。そむいたそむいたそむいたそむいた人人人人はははは自分自分自分自分のののの身身身身にさばきをにさばきをにさばきをにさばきを招招招招きますきますきますきます。」。」。」。」、もし、あなたが立てられている権威に逆らってい

るなら、そこには二つの大きな問題があると言います。    

（（（（１１１１））））主主主主にににに逆逆逆逆ららららうことうことうことうこと：：：：神神神神のののの定定定定めにそむいているめにそむいているめにそむいているめにそむいている        

（（（（２２２２））））そこにはそこにはそこにはそこにはさばきがあるさばきがあるさばきがあるさばきがある：：：：自分自分自分自分のののの身身身身にさばきをにさばきをにさばきをにさばきを招招招招くくくく    

「「「「ささささばきをばきをばきをばきを招招招招きますきますきますきます。」。」。」。」とあります。神の警告は、あなたが立てられているその権威に従わないなら、

あなたの身にさばきがやって来るということです。当然、私たちがここで考えるさばきは「神からのさ

ばき」か、それとも「人間からのさばき」か、どちらを指しているのかということです。 

●さばきについてさばきについてさばきについてさばきについて    

（（（（１１１１））））神神神神のさばきのさばきのさばきのさばき    

ローマ書１２：１９からもう一度振り返って見ると、ここに記されている「さばき」は神がお与えに

なるさばきのことでした。「「「「愛愛愛愛するするするする人人人人たちたちたちたち。。。。自分自分自分自分でででで復讐復讐復讐復讐してはいけませんしてはいけませんしてはいけませんしてはいけません。。。。神神神神のののの怒怒怒怒りにりにりにりに任任任任せなさいせなさいせなさいせなさい。」。」。」。」と、個

人的に、あなたに対して悪を為す者に対して悪をもって報いてはならない、復讐してはならない、仕返    

しをしてはならないという命令でした。１９節に続いて「「「「復讐復讐復讐復讐はわたしのすることであるはわたしのすることであるはわたしのすることであるはわたしのすることである。。。。わたしがわたしがわたしがわたしが報報報報いをいをいをいを

するするするする、、、、とととと主主主主はははは言言言言われるわれるわれるわれる。」。」。」。」とあります。ですから、ここで言われている「報い」は明らかに神ご自身が為

さるものです。神ご自身が為さるさばきです。ですから、あなたがあなたに対して悪を企て、悪を行な    

うような人たちに、あなた自身が手を下してはいけない。必ず、神がその悪を明らかにしてさばきを下

されるから、その神に任せておきなさいと教えられているのです。神に逆らい続ける者たちを、神はさ

ばき、それぞれの罪を公正にさばかれます。その日がやって来ます。我々はそのことを知っています。 

確かに、１２：９を見たときに、この「さばき」は神が神に逆らう者たちに下される神の審判、神のさ

ばきであるとみことばは教えています。 

（（（（２２２２））））人人人人のさばきのさばきのさばきのさばき    

１３：２にある「さばき」は、どうもその「神さばき」ではなくて「人間によるさばき」を教えてい

るように見ることができます。なぜなら、３節を見てください。「「「「支配者支配者支配者支配者をををを恐恐恐恐ろしいとろしいとろしいとろしいと思思思思うのはうのはうのはうのは、、、、良良良良いいいい行行行行なななな

いをするときではなくいをするときではなくいをするときではなくいをするときではなく、、、、悪悪悪悪をををを行行行行なうときですなうときですなうときですなうときです。。。。権威権威権威権威をををを恐恐恐恐れたくないとれたくないとれたくないとれたくないと思思思思うならうならうならうなら、、、、善善善善をををを行行行行ないなさいないなさいないなさいないなさい。。。。そうすればそうすればそうすればそうすれば、、、、

支配者支配者支配者支配者からほめられますからほめられますからほめられますからほめられます。。。。」」」」、これは支配者と人々との関係のことです。神との関係ではありません。ま

して、４節を見ると、後半ですが「「「「彼彼彼彼はははは無意味無意味無意味無意味にににに剣剣剣剣をををを帯帯帯帯びてはいないからですびてはいないからですびてはいないからですびてはいないからです。。。。彼彼彼彼はははは神神神神のしもべであってのしもべであってのしもべであってのしもべであって、、、、悪悪悪悪

をををを行行行行なうなうなうなう人人人人にはにはにはには怒怒怒怒りをもってりをもってりをもってりをもって報報報報いますいますいますいます。」。」。」。」とあります。ですから、ここに見る「さばき」は１２：１９で 

言われている神の最後の審判のことではなく、その権威者がもたらすさばき、つまり、「人のさばき」

であると結論づけることができます。権威者たちに悪を働くなら、彼らがあなたたちをさばくことにな

るというのです。これは今の社会でも同じです。私たちがこの世の法律を犯すならどうなりますか？必 

ずさばかれます。私たちが支配者を恐れるのは、悪に対する権威者によるさばきがあるからです。 

ですから、パウロがここで言うことは「神がお立てになったその権威にあなたが逆らうならば、その

権威者たちがあなたをさばくことになる。」です。しかし、もしあなたが良いことを行なうのであれば、 

そこにはさばきではなく称賛があると言います。３節に「「「「支配者支配者支配者支配者をををを恐恐恐恐ろしいとろしいとろしいとろしいと思思思思うのはうのはうのはうのは、、、、良良良良いいいい行行行行ないをするないをするないをするないをする

ときではなくときではなくときではなくときではなく、、、、」」」」と「「「「良良良良いいいい行行行行ないないないない」」」」ということばがあります。後半には「「「「権威権威権威権威をををを恐恐恐恐れたくないとれたくないとれたくないとれたくないと思思思思うならうならうならうなら、、、、善善善善

をををを行行行行ないなさいないなさいないなさいないなさい。。。。」」」」、「「「「善善善善をををを行行行行ないなさいないなさいないなさいないなさい。。。。」」」」ということばが出て来ます。この二つは同じギリシャ語が使

われています。つまり、パウロはここで「あなたたちはあなたたちの支配者に対して、あなたたちのリ

ーダーに対して、常に良いこと、それを行ないなさい」と言うのです。このギリシャ語をもし英語に訳

すなら、それは｢ＧＯＯＤ｣です。そのようなことを行なっていきなさいと言うのです。どんな政府であ 

ったとしても、どんなリーダーたちであったとしても、彼らに悪を行なうのではなくて、彼らに逆らう

のではなくて、彼らの前に正しいことを為していきなさいと。 

 かなり前のことですが、その当時はまだソ連でしたが、ある町を訪問したときに、私はそこにいるロ

シアのクリスチャンのリーダーに質問をしました。なぜ質問をしたのかというと、約２週間の予定でソ

連に入ったのですが、その１週間が経って、もうそこにいることが苦痛に感じたのです。私たちの行動 
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はすべて尾行されて、ホテルの部屋も全部監視され、全部盗聴されています。どこで何をしていても、

すべてだれかが見ています。そのような１週間を過ごした私たちは「もう、早く日本に戻りたい」とい

う思いを強く持っていました。だから、そのような国で生きているクリスチャンに私が最初に質問した

かったことは「あなたたちも早くこの国から出たくないですか？」でした。「たった１週間しかいない

のに私は早く出たい。あなたたちはここに住んでいる。そう思いませんか？」と。今でも忘れることが

できないのは、そのリーダーがそれに答えて言われたことです。「全然！確かに、大変な国かもしれな

いけれども、神が私をここに置いてくださった。神の恵みをいただいて、ここにあって忠実に生きてい

きます。」と、まさに、私たちがみことばで教えられることです。どんな国にあろうと、どんなリーダ

ーが立てられていようと、私たちの責任はそこにあって神が喜ばれる社会人として国民として生きるこ

とです。立てられた者に対して悪を働くのではなくて、前回見たように、私たちは彼らのために祈り、

彼らの前に正しいことを為していくことです。 

なぜ、私たちは立てられたリーダーに従うのか、それが「主のみこころだから」です。 

２２２２．．．．主主主主のしもべゆえにのしもべゆえにのしもべゆえにのしもべゆえに    

これが二つ目の理由です。４節に「「「「それはそれはそれはそれは、、、、彼彼彼彼があなたにがあなたにがあなたにがあなたに益益益益をををを与与与与えるためのえるためのえるためのえるための、、、、神神神神のしもべだからですのしもべだからですのしもべだからですのしもべだからです。」。」。」。」と 

記されています。彼らは主のしもべなのです。後半にも出て来ます。「「「「彼彼彼彼はははは神神神神のしもべであってのしもべであってのしもべであってのしもべであって、」、」、」、」と。    

不思議なことばが使われています。「神のしもべ」とは、イエスを信じ、イエスを愛し、イエスに従っ

ている者たち、その人たちのことを「神のしもべ」と私たちは呼びます。しかし、ここで言われている 

権威者たちは、必ずしも、神に従っている者たちではありません。クリスチャンではないのです。しか

し、その人たちに対して「神のしもべ」と呼んでいるのです。なぜですか？それはこの権威者たちが神

の目的を果たす者たちであるということを強調したのです。この人たちは神の目的を果たすためにこの

立場に立てられているのです。だから「神のしもべ」なのです。 

そして、彼らに託されているその責任とはどういうものでしょう？大きく二つのことを見ることがで

きます。 

●●●●権威者権威者権威者権威者たちたちたちたちがががが立立立立てられたてられたてられたてられた目的目的目的目的、、、、彼彼彼彼らにらにらにらに与与与与えられたえられたえられたえられた務務務務めとはめとはめとはめとは？？？？    

（（（（１１１１））））あなたにあなたにあなたにあなたに益益益益をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす    

あなたに益をもたらすことです。４節の初めに「「「「それはそれはそれはそれは、、、、彼彼彼彼があなたにがあなたにがあなたにがあなたに益益益益をををを与与与与えるためのえるためのえるためのえるための、、、、神神神神のしもべだのしもべだのしもべだのしもべだ

からですからですからですからです。。。。」」」」とありました。この「益」といことばは、先ほど３節で見た「良い行ない」の「良い」、 

また、後半に出て来た「善を行ないなさい」の「善」とみな同じギリシャ語です。ですから、私たち国 

民は、その立てられている権威に対して良いこと、ＧＯＯＤであることを行ないなさい。そして、立て

られている権威者は国民に対して良いこと、ＧＯＯＤを行なうという、そのような務めが与えられてい

るというのです。どのような務めでしょう？ 

（ａ）（ａ）（ａ）（ａ）国民国民国民国民のののの安全安全安全安全をををを守守守守るるるる    

その国民の安全を守るということです。パウロ自身はローマ市民でした。そのローマ市民権が彼を守

ってくれていました。どういうことか、覚えていますか？ピリピにあってパウロはシラスとともに投獄

されました。むち打たれた後、彼らは投獄されたのです。そして、その翌日、使徒の働き１６：３５－

３９「「「「夜夜夜夜がががが明明明明けるとけるとけるとけると、、、、長官長官長官長官たちはたちはたちはたちは警吏警吏警吏警吏たちをたちをたちをたちを送送送送ってってってって、「、「、「、「あのあのあのあの人人人人たちをたちをたちをたちを釈放釈放釈放釈放せよせよせよせよ。」。」。」。」とととと言言言言わせたわせたわせたわせた。。。。:36 :36 :36 :36 そこでそこでそこでそこで看守看守看守看守

はははは、、、、このこのこのこの命令命令命令命令ををををパウロパウロパウロパウロにににに伝伝伝伝えてえてえてえて、「、「、「、「長官長官長官長官たちがたちがたちがたちが、、、、あなたがたをあなたがたをあなたがたをあなたがたを釈放釈放釈放釈放するようにとするようにとするようにとするようにと、、、、使使使使いをよこしましたいをよこしましたいをよこしましたいをよこしました。。。。どうぞどうぞどうぞどうぞ、、、、

ここをここをここをここを出出出出てててて、、、、ごごごご無事無事無事無事にににに行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。」。」。」。」とととと言言言言っっっったたたた。。。。:37 :37 :37 :37 ところがところがところがところが、、、、パウロパウロパウロパウロはははは、、、、警吏警吏警吏警吏たちにこうたちにこうたちにこうたちにこう言言言言ったったったった。「。「。「。「彼彼彼彼らららら

はははは、、、、ローマローマローマローマ人人人人であるであるであるである私私私私たちをたちをたちをたちを、、、、取取取取りりりり調調調調べもせずにべもせずにべもせずにべもせずに公衆公衆公衆公衆のののの前前前前でむちでむちでむちでむち打打打打ちちちち、、、、牢牢牢牢にににに入入入入れてしまいましたれてしまいましたれてしまいましたれてしまいました。。。。それなのにそれなのにそれなのにそれなのに今今今今

になってになってになってになって、、、、ひそかにひそかにひそかにひそかに私私私私たちをたちをたちをたちを送送送送りりりり出出出出そうとするのですかそうとするのですかそうとするのですかそうとするのですか。。。。とんでもないとんでもないとんでもないとんでもない。。。。彼彼彼彼らららら自身自身自身自身でででで出向出向出向出向いていていていて来来来来てててて、、、、私私私私たちをたちをたちをたちを連連連連

れれれれ出出出出すべきですすべきですすべきですすべきです。」。」。」。」:38 :38 :38 :38 警吏警吏警吏警吏たちはたちはたちはたちは、、、、このことばをこのことばをこのことばをこのことばを長官長官長官長官たちにたちにたちにたちに報告報告報告報告したしたしたした。。。。するとするとするとすると長官長官長官長官たちはたちはたちはたちは、、、、ふたりがふたりがふたりがふたりがローマローマローマローマ人人人人

であるとであるとであるとであると聞聞聞聞いていていていて恐恐恐恐れれれれ、、、、:39 :39 :39 :39 自分自分自分自分でででで出向出向出向出向いていていていて来来来来てててて、、、、わびをわびをわびをわびを言言言言いいいい、、、、ふたりをふたりをふたりをふたりを外外外外にににに出出出出してしてしてして、、、、町町町町からからからから立立立立ちちちち去去去去ってくれるよってくれるよってくれるよってくれるよ

うにうにうにうに頼頼頼頼んだんだんだんだ。」。」。」。」、ここにローマ市民権をもっている者の特権が記されています。 
 同じ使徒の働き２２章を見てください。今度はエルサレムに場所が移ります。２２：２３－２９「「「「そそそそ

してしてしてして、、、、人人人人々々々々がわめきがわめきがわめきがわめき立立立立てててて、、、、着物着物着物着物をををを放放放放りりりり投投投投げげげげ、、、、ちりをちりをちりをちりを空中空中空中空中にまきにまきにまきにまき散散散散らすのでらすのでらすのでらすので、、、、:24 :24 :24 :24 千人隊長千人隊長千人隊長千人隊長ははははパウロパウロパウロパウロをををを兵営兵営兵営兵営のののの中中中中にににに

引引引引きききき入入入入れるようにれるようにれるようにれるように命命命命じじじじ、、、、人人人人々々々々がなぜこのようにがなぜこのようにがなぜこのようにがなぜこのようにパウロパウロパウロパウロにににに向向向向かってかってかってかって叫叫叫叫ぶのかをぶのかをぶのかをぶのかを知知知知ろうとしてろうとしてろうとしてろうとして、、、、彼彼彼彼をむちをむちをむちをむち打打打打ってってってって取取取取りりりり

調調調調べるようにとべるようにとべるようにとべるようにと言言言言ったったったった。。。。:25 :25 :25 :25 彼彼彼彼らがむちをらがむちをらがむちをらがむちを当当当当てるためにてるためにてるためにてるためにパウロパウロパウロパウロをををを縛縛縛縛ったときったときったときったとき、、、、パウロパウロパウロパウロはそばにはそばにはそばにはそばに立立立立っているっているっているっている百人隊百人隊百人隊百人隊

長長長長にににに言言言言ったったったった。「。「。「。「ローマローマローマローマ市民市民市民市民であるであるであるである者者者者をををを、、、、裁判裁判裁判裁判にもかけずににもかけずににもかけずににもかけずに、、、、むちむちむちむち打打打打ってよいのですかってよいのですかってよいのですかってよいのですか。」。」。」。」::::26 26 26 26 これをこれをこれをこれを聞聞聞聞いたいたいたいた百人百人百人百人

隊長隊長隊長隊長はははは、、、、千人隊長千人隊長千人隊長千人隊長のところにのところにのところにのところに行行行行ってってってって報告報告報告報告しししし、「、「、「、「どうなさいますかどうなさいますかどうなさいますかどうなさいますか。。。。あのあのあのあの人人人人ははははローマローマローマローマ人人人人ですですですです。」。」。」。」とととと言言言言ったったったった。。。。:27 :27 :27 :27 千千千千

人隊長人隊長人隊長人隊長ははははパウロパウロパウロパウロのところにのところにのところにのところに来来来来てててて、「、「、「、「あなたはあなたはあなたはあなたはローマローマローマローマ市民市民市民市民なのかなのかなのかなのか、、、、私私私私にににに言言言言ってくれってくれってくれってくれ。」。」。」。」とととと言言言言ったったったった。。。。パウロパウロパウロパウロはははは「「「「そうそうそうそう

ですですですです。」。」。」。」とととと言言言言ったったったった。。。。:28 :28 :28 :28 するとするとするとすると、、、、千人隊長千人隊長千人隊長千人隊長はははは、「、「、「、「私私私私はたくさんのはたくさんのはたくさんのはたくさんの金金金金をををを出出出出してしてしてして、、、、このこのこのこの市民権市民権市民権市民権をををを買買買買ったのだったのだったのだったのだ。」。」。」。」とととと言言言言

ったったったった。。。。そこでそこでそこでそこでパウロパウロパウロパウロはははは、「、「、「、「私私私私はははは生生生生まれながらのまれながらのまれながらのまれながらの市民市民市民市民ですですですです。」。」。」。」とととと言言言言ったったったった。。。。:29 :29 :29 :29 このためこのためこのためこのため、、、、パウロパウロパウロパウロをををを取取取取りりりり調調調調べようとべようとべようとべようと
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していたしていたしていたしていた者者者者たちはたちはたちはたちは、、、、すぐにすぐにすぐにすぐにパウロパウロパウロパウロからからからから身身身身をををを引引引引いたいたいたいた。。。。またまたまたまた千人隊長千人隊長千人隊長千人隊長もももも、、、、パウロパウロパウロパウロががががローマローマローマローマ市市市市民民民民だとわかるとだとわかるとだとわかるとだとわかると、、、、彼彼彼彼をををを鎖鎖鎖鎖

につないでいたのでにつないでいたのでにつないでいたのでにつないでいたので、、、、恐恐恐恐れたれたれたれた。」。」。」。」、この当時、ローマ市民は大変恵まれていました。今見たように、裁判 

にかけないで彼らを罰することは出来なかったのです。そのようにされたのでパウロはそのことを訴え

るのです。 

 ですから、ローマ市民というその市民権をもっているだけで彼らはこのように擁護されているのです。

実は、これは珍しいことではありません。皆さんが海外に出かけるときに使うパスポートを見ると、そ

のように記されています。「日本国民である本旅券の所持人を通路故障なく旅行させ、かつ、同人に必

要な保護扶助を与えられるよう、関係の諸管に要請する。 日本国外務大臣」と。その下には英語で書

かれていますが、何ごとも支障もなく旅行できるように、もし必要が生じたときには、彼らに可能な補

助と保護が与えられるように、困ったときに助けてください、守ってくださいということです。なぜな

ら、この人たちは日本国民だからです。どこの国もそうです。ですから、その国のリーダーたちは国民

の安全を守るという権利をもらっています。 

（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）国民国民国民国民のののの利益利益利益利益をををを守守守守るるるる    

 同時に、国民の利益を守るという責任が与えられています。 

（（（（２２２２））））悪悪悪悪をさばくをさばくをさばくをさばく    

「悪をさばく」という責任もリーダーたちに与えられています。４節「「「「もしあなたがもしあなたがもしあなたがもしあなたが悪悪悪悪をををを行行行行なうならなうならなうならなうなら、、、、

恐恐恐恐れなければなりませんれなければなりませんれなければなりませんれなければなりません。。。。彼彼彼彼はははは無意味無意味無意味無意味にににに剣剣剣剣をををを帯帯帯帯びてはいないからですびてはいないからですびてはいないからですびてはいないからです。。。。彼彼彼彼はははは神神神神のしもべであってのしもべであってのしもべであってのしもべであって、、、、悪悪悪悪をををを行行行行なうなうなうなう人人人人

にはにはにはには怒怒怒怒りをもってりをもってりをもってりをもって報報報報いますいますいますいます。」。」。」。」、このように記されています。「「「「剣剣剣剣」」」」ということばがあります。これは武

器です。剣によって死をもたらすこともあるのです。このような権威の座にある者たちは、このような

剣を帯びていたのです。腰に巻いていたのです。何のためでしょう？神学者ジョン・マレーはこのよう 

に言います。「彼の装備として最も重要なものとして帯びている剣は、単に、彼の権威の印であるだけ

でなく、剣による刑罰を科すことによって権威を振るう彼の権利の印である。」と。つまり、権威ある 

者だということを表わすだけでなく、自分は悪を行なった人々に刑罰を課すことが出来る、その権利を

持っているということの象徴だったのです。ここでパウロは、悪を行なった者に対して、剣を用いて報

いを与えることを教えているのは明らかです。刑の執行のことです。権威者たちはその権威を持ってい

るということです。ですから、 

・・・・人人人人がががが犯犯犯犯したしたしたした犯罪犯罪犯罪犯罪にににに対対対対してしてしてして刑罰刑罰刑罰刑罰をををを執行執行執行執行することができたすることができたすることができたすることができた。。。。    

・・・・そのそのそのその犯罪犯罪犯罪犯罪がががが重重重重いいいい場合場合場合場合はははは死刑死刑死刑死刑をををを執行執行執行執行することができたすることができたすることができたすることができた。。。。    

このことは、聖書の教えです。聖書は死刑を教えています。ノアの洪水の後、神はそのことをノアとの

契約の中でお話しになっています。創世記９章６節に「「「「人人人人のののの血血血血をををを流流流流すすすす者者者者はははは、、、、人人人人によってによってによってによって、、、、血血血血をををを流流流流されるされるされるされる。。。。神神神神

はははは人人人人をををを神神神神のかたちにおのかたちにおのかたちにおのかたちにお造造造造りになったからりになったからりになったからりになったから。」。」。」。」、つまり、だれかを殺した場合、自分自身が同じ刑を受けると

言うのです。 
ですから、パウロは使徒の働き２５章でこのように証しています。フェストの前に立ったパウロです

が、２５：１１「「「「もしもしもしもし私私私私がががが悪悪悪悪いことをしていことをしていことをしていことをして、、、、死罪死罪死罪死罪にににに当当当当たることをしたのでしたらたることをしたのでしたらたることをしたのでしたらたることをしたのでしたら、、、、私私私私はははは死死死死をのがれようをのがれようをのがれようをのがれようとはしまとはしまとはしまとはしま

せんせんせんせん。。。。しかししかししかししかし、、、、このこのこのこの人人人人たちがたちがたちがたちが私私私私をををを訴訴訴訴えていることにえていることにえていることにえていることに一一一一つもつもつもつも根拠根拠根拠根拠がないとすればがないとすればがないとすればがないとすれば、、、、だれもだれもだれもだれも私私私私をををを彼彼彼彼らにらにらにらに引引引引きききき渡渡渡渡すことすことすことすこと

はできませんはできませんはできませんはできません。。。。私私私私ははははカイザルカイザルカイザルカイザルにににに上訴上訴上訴上訴しますしますしますします。」。」。」。」と、パウロの告白を聞くと、もし自分が悪いことをして、そ

の悪いことが死罪に当たることなら私は死を逃れようとはしませんと言っています。つまり、処刑され

てもかまわないというのです。聖書はそのように教えているのです。ノアの洪水の後、神がそのことを 
命じたのです。そうしなければ世の中に悪が増大するからです。人々が自分の目に良いと思うことをや

り始めると、無政府状態で大変なことになっていくのです。ですから、神はお定めになったのです。権

威者にはその権利がある。行なったことに応じて刑罰を与えるという権利です。そして、その刑罰が死

である可能性もあるのです。 

 なぜ、立てられたリーダーたちに従うべきなのか？彼らは主のしもべであると。神の目的を果たすと

いう目的をもって立てられている者たちだと言うのです。 

３３３３．．．．主主主主からのからのからのからの良心良心良心良心のゆえにのゆえにのゆえにのゆえに        ５５５５節節節節    

５節「「「「ですからですからですからですから、、、、ただただただただ怒怒怒怒りがりがりがりが恐恐恐恐ろしいからだけでなくろしいからだけでなくろしいからだけでなくろしいからだけでなく、、、、良心良心良心良心のためにものためにものためにものためにも、、、、従従従従うべきですうべきですうべきですうべきです。」。」。」。」、この「「「「良心良心良心良心」」」」 

とは神に向けられたものです。つまり、神の前に正しいことが何か、そのことを判断して、そして、従

っていくことです。ですから、パウロが「上に立つ権威に従う」ことに対して「「「「良心良心良心良心のためにものためにものためにものためにも、、、、従従従従うべうべうべうべ

きですきですきですきです。」。」。」。」と言うのは、あなたがたは何が神のみこころが分かっているでしょう？あなたの上に立てら

れている権威者にあなたが従っていくこと、それこそ神のみこころであると知っているでしょう？そう

しなければさばかれるから、いやいやだけれど従いましょう…ではなくて、それが主のみこころだから 
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あなたは進んで従っていきなさい、あなたの良心のゆえにということです。神はそのように私たちに働

いてくださるのです。確かに、生まれながらに私たちは良心をもっています。ある程度の判断はできま

す。しかし、イエスを信じた後、我々はこのみことばを通して、内住する聖霊を通して、何が正しくて

何が間違っているのかを判断することの出来る者になりました。みこころだから私たちは従っていこう、

主が喜ばれることだから従っていこうと。パウロは言います。「従わなかったら何かさばきがあるから、

恐ろしいから従おうではなくて、それが正しいことだから、主のみこころだから従っていこうと、そう

してあなたの上に立てられている権威者に従っていきなさい。」と。 

 私たちの国にもいろいろなリーダーが立っています。毎日、ニュースを見たり聞いたりすると私たち

はいろんな思いをもちます。しかし、みことばが教えていることは、彼らは神によって立てられている

ということです。私たちは前回も学んだように、彼らのために祈っていくことです。みこころがなされ

ていくこと、彼らが本当に救いに至るように、主のみこころがなされるように彼らのために祈ります。

私たちに神が期待しておられるその責任は、私たちはリーダーたちを覚えて、そのリーダーシップに従

っていこうとすることです。 

 皆さん、主の関心は、主の贖いによって救われたあなたが、この地上にあって神の栄光を現わしてい

くことです。あなたの神がどんなにすばらしいかを人々の前に明らかにしていくことです。そのために

は、このみこころを行なうことです。どうぞ、主が喜ばれるそんな社会人として、そんな国民として歩

んでください。これが私たちに主が望んでおられることです。そのみこころに従いながら、主の栄光を

現わしていきましょう。 

 

《考えましょう》 

１．我々が上に立つ権威者に従うことが、どうして大切なのでしょう？ 

２．彼らに対する正しい態度を挙げてください。 


